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2017年度協約・協定改訂第１回団体交渉
本部は８月17日、2017年度協約・協定改訂に向け、第１回団体交渉を開催し

ました。ＪＲ東海労の要求趣旨、会社の交渉に臨む基本姿勢は以下の通りです。

第２回団体交渉は８月23日13時からです。

ＪＲ東海は、2017年度第１四半期の決算において、またしても過去最高益を更新

しました。組合員をはじめとする現場で働く労働者の苦労と我慢によって最高益と

なったことは、改めて言うまでもないことです。

今年は国鉄からＪＲ東海となり30年を迎えました。会社は経営理念を改定し、鉄

道運営をより一層発展させていくとしていますが、この間、労使関係や労働条件の

改善、安全確立に向けて組合が申し入れてきた組合員の切実な要求は、会社の不誠

実な姿勢によって、その多くが改善されないままとなっています。人事賃金制度の

改訂から11年が経過し、今年から基準昇給額が最低額の100円となる組合員が発生

し、会社が組合の改善要求に応じないために、標準乗数４で、僅か400円しか昇給

しないという社会的にも異常な事態を招きました。現行の人事賃金制度では、組合

員はもとより現場で働く社員が普通に働いたとしても、会社の恣意的な思惑により

社員の昇格が左右されるという不条理な運用がされているからです。

又、安全に関する問題において、特にこの間改善を求めてきた津波対策について

はいまだ改善されず、いつ起きるか分からない大災害が発生した時に、大惨事を起

こす恐れが大きいといえます。更に新幹線設備での度重なるトラブルの発生もあり、

会社は本気で乗客と乗務員の命を守る姿勢であるのか疑うばかりです。

更に、労使関係の問題をはじめ、上には厚く下には薄いベアの配分、要員問題を

発端とする休日出勤や年休問題等など、会社は一方的に解釈と主張を繰り返し、組

合の要求に耳を傾けようともしません。特に60歳以降の雇用については、組合員が

意欲を持って安心して働ける制度ではありません。今後少子化による労働者の減少

が顕著になってくる中、高齢者の労働力が会社にとって貴重なものになることは明

らかであり、高齢者が安心して働けるようにしなければなりません。そのための改

善が絶対に必要です。

又更にリニア中央新幹線建設について、会社はＪＲ東海労と沿線住民の意見を無

視し、政府の財政投融資を受け建設を進めています。リニア中央新幹線建設は、自

然環境の破壊であり、現状の労働条件のさらなる切り下げ、会社経営を圧迫するだ

けです。このようなリニア中央新幹線建設は即刻やめるべきです。

ＪＲ東海労は、職場に山積した問題を解決し、将来にわたって安全で安心して働

ける労働条件と職場環境をつくる必要があると考え、2017年度基本協約・協定改訂

交渉を進めていきます。会社の誠意ある対応を求め、今次交渉にあたってとします。
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会社の考え方


